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研究発表要旨

Nuns and Soldiers  における Anne Cavidgeの分析

石  本　弘  子

この物語は女主人公 Gertrudeの夫 Guyが癌の
末期で死を迎えている場面から始まる。Gertrude

の大学時代の親友で15年間修道院に入っていた
Anneが、修道院を抜け出し、夫 Guyの死に対し
て覚悟ができずに恐怖で苦しんでいる Gertrude

の前に、ある晩、突然現れる。
この発表では、何故 Anneが修道院から逃げ出
してきたのかを考察し、彼女の役割や魅力につい
て考え、さらに宗教観や人間性を考察し、彼女が
何を求めてアメリカに旅立とうとしているかを
考えたい。最後に Anneについての考察を基にし
て、AnneとMurdochとの関連性について言及し
たい。

Gertrudeが夫の看病に精神的に疲れていたの
で、Anneは断ることができずに邸宅に留まり
Gertrudeを慰めることになる。Anneは邸宅に滞
在中に一度だけ Guyとふたりきりで対談をする。
会談中に、何故修道院を抜け出してきたのかと
Guyが Anneに尋ねたら、Anneは宗教に対する
考えが変わったからだと答えている。信仰を失っ
たのかという Guyの質問に対しては、Anneは
はっきり否定している。死を目前にした Guyは、
自分の言いたいことを理解できる人に聞いて欲
しかったので、Anneは Guyのためにも尽くして
いる。また、Guyは心に余裕があり、思慮深い
人格の持ち主だったので、愛する妻が自分の死後
に不幸になることを心配し、Gertrudeを密かに
愛していた自分の親友の Countと自分の死後に、
結婚するようにと妻に言い残した。ところが、
Gertrudeはうだつの上がらない画家の Timと恋
に落ち、Guyの心遣いを台無しにしてしまう。
Anneは自分が修道院から抜け出してきたのは、
このあってはならない事態を阻止するためだと直
感する。だが、Anneは Countに想いを寄せてい
たので、Gertrudeが Timと上手くいけば、Count

が Gertrudeを諦めて、自分を好きになるかもし

れないと計算してしまう。そして、実際、Timが
Gertrudeを追ってフランスの別荘に急に現れた
時には、Anneは Gertrudeと Timをふたりきり
にするために、Countを無理やり自転車に乗らせ
て、立ち去らせたりした。このように Anneは自
分の欲望を抑えきれずに行動さえ起こしている。
Anneの私利的な行為から判断したら、彼女は尼
僧として超一流だとは言えないだろう。
それから、物語の中盤で Anneのキッチンにキ
リストが現れるという超自然的現象が起こる。こ
の時出現したキリストは「悪を避けて正しいこと
をしなさい。」と Anneに告げた。この有難い言
葉だけで Anneは満足できず、思わずキリストの
衣服に手が伸び、触ってしまい、火傷をしてしま
う。そして、キリストが去った後、何日経っても
火傷は消えず、この奇跡的なキリストの出現の証
拠となる。
次に Anneが何故アメリカに旅立ったのかを考

えてみたい。Countに失恋したことも一つの要因
であると考えられる。Anneは尼僧としてではな
く、一人の女性として Countに受け入れて欲し
かったが、彼に対して恋人としての役割ではな
く、むしろ母親のような役割を果たしてしまう。
このことを Anneも後に後悔している。さらに、
政治的な関係もあったと思われる。Anneはアメ
リカという自由な新天地で生まれ変わりたかった
のだ。アメリカは Anneが個人と社会との統合が
実現できる国である。だが、なんといっても、一
番大きな要因は、Anneが純潔を求めていたから
だ。彼女は雪よりも白くなりたいと願っていた。

Anneは宗教的な迷いがあったので、超一流の
尼僧とは称せられないかもしれないが、彼女は
すばらしい人格の持ち主だ。Anneが抱えている
信仰に関する苦悩は簡単に解決できるような課
題ではない。しかし、Anneが信じている living  

Christを崇拝し、畏れることも立派な信仰形態
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だと思う。Anneは修道院を抜け出した後、我儘
な Gertrudeにふりまわされて、愛する Countも
Gertrudeに奪われて、失望や妬みを抱え、苦し
い経験もした。だが、Anneは、この先、さまざ
まな場面で活躍し、アメリカで超一流のmystic

を目指して努力をするだろう。アメリカは Anne

が新しい環境で心を新たにし、生まれ変われる国
だろう。
最後に AnneとMurdochとの宗教的な関連性
について考えたい。AnneはMurdochの等身大だ
と考えられる。Murdochの宗教的な疑問を Anne

が代弁している。だが、「神の不在における善
というこの小説における苦悶には答えが出てお
らず、Murdochの次のステップとなっている」

と Hilda.D.Spearは述べている。Anneは個人的
な living  Christを絶対的に受け入れているが、
Murdochが繰り返し彼女の小説の中で仮定して
いる普遍的な問いに対しては十分には答えていな
い。Anneは自己犠牲により、他者を幸せにして
きたが、Murdochも彼女の友達や生徒の間では
「Miss  Murdochは聖人だ」という噂があったほ
どの人格者だった。また、この小説で Anneを介
して提示しているMurdochの宗教的な疑問は奥
が深く、難解だが、この研究で Anneを詳細に考
察することにより、Murdochの宗教観や思想を
垣間見ることができた。

（会員）
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血鬼─ The  Unicorn（1963）のレズビアニズムを読む

大道　千穂

マードックがその作品のなかに多くの男性同性
愛者を描いたことはよく知られている。社会の周
辺に追いやられてきた彼らが自分たちの権利を訴
えた60年代の運動にも深く共感し、同性愛者の権
利を擁護するエッセイを発表したこともあった。
しかしその一方で、彼女自身もその傾向が認めら
れるレズビアニズムへの作品中の言及は少なく、
先行批評でもほとんど取り上げられてこなかっ
た。そこで今回の発表は、1963年に発表された
『ユニコーン』を中心に、マードックにとってレ
ズビアニズムを書くことの（不）可能性を探るこ
とを目的とした。
マードックの全26作の小説のなかで、同性に性
的な関心をみせる女性キャラクターが登場する作
品は8作。男性同性愛者が登場する作品が20作近
くあることを考えればその数は格段に少ない。そ
して、男性同性愛者たちの殆どが自らをホモセク
シュアルと自称するに対し、同性愛的な傾向をみ
せる女性登場人物のなかで、自身をレズビアンと

表現する者は殆どいない点、彼女たちの多くが主
役というよりむしろ印象の薄いキャラクターであ
る点、また彼女たちの多くがバイセクシュアルで
ある点から、マードックのレズビアンたちが、男
性同性愛者とは大きく異なる位置を与えられてい
ることは明らかである。この温度差は何だろう
か。
ごく単純なレベルで考えれば、キリスト教の将

来について、また人間の良心や罪意識について関
心が深かったマードックにとっては、法に触れる
ことがなかった女性の同性愛よりも男性の同性愛
のほうがおもしろい題材であった、ということに
尽きるのかもしれない。これまでのマードック批
評においては、実は私自身も含めて、女性の同性
愛についてはこの一言で片づけられ、その意義が
深く問われることはなかった。しかしながら、た
とえば祖父が孫娘に性的関心を抱く作品が1作、
父親が娘と関係を持つ作品が1作、兄と妹が関係
をもつ作品が1作、中年男性が少女に恋をする作


